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実施：平成 25年 12 月 2日（月）～27 日（金） 
アンケート回答数：7,995 件  アンケート総数：23,609 件 
対象：全所属職員 
※ただし、嘱託職員、臨時的任用職員、臨時職員、任期付職員、再任用職員は含みません。ただし、任期
付職員については係長級以上を対象とし、再任用職員については常時勤務の職員は対象とします。 
 

 
 所 属 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大阪府市大都市局 39 北区 46 

市政改革室 44 都島区 58 

人事室 66 福島区 44 

政策企画室 45 此花区 46 

危機管理室 9 中央区 78 

経済戦略局 164 西区 56 

中央卸売市場 58 港区 61 

総務局 59 大正区 61 

市民局 123 天王寺区 44 

財政局 510 浪速区 58 

契約管財局 64 西淀川区 45 

都市計画局 76 淀川区 72 

福祉局 234 東淀川区 81 

健康局 264 東成区 59 

こども青少年局 1,175 生野区 119 

環境局 386 旭区 46 

都市整備局 215 城東区 100 

建設局 564 鶴見区 41 

港湾局 163 阿倍野区 34 

会計室 11 住之江区 59 

消防局 943 住吉区 70 

交通局 159 東住吉区 74 

水道局 392 平野区 94 

病院局 464 西成区 85 

教育委員会事務局 191 無回答 3 

行政委員会事務局 32 
 

市会事務局 11 

 
 性 別 

女性 3,224 

男性 4,771 
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年齢層 

 
 
 
 
 
 

２４歳以下 183 ４５歳～４９歳 1,364 

２５歳～２９歳 554 ５０歳～５４歳 1,262 

３０歳～３４歳 942 ５５歳～５９歳 1,052 

３５歳～３９歳 1,270 ６０歳以上 100 

４０歳～４４歳 1,262 無回答 6 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行政職（事務・技術） 4,208 

技能労務職 903 

専門職（福祉職） 153 

専門職（保育士） 803 

専門職（医療職） 814 

専門職（その他） 99 

教員 41 

消防職 913 

その他 48 

無回答 13  

 
 職位 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部長級、課長級、課長代理級またはそれ以上（合計） 1,184 

（女性） （195） 

（男性） （989） 

係長級 1,803 

係員（技能労務職以外） 
 

3,722 

技能統括・部門監理主任、作業長・副作業長 154 

業務主任 259 

係員（技能労務職） 615 

 無回答 258 

 
 配偶者の 
 有無 
 

いる 5,646 

いない 2,329 

無回答 20 

 
 配偶者の 
 就労状況 
 
 

仕事をしている 4,032 

仕事をしていない 1,547 

無回答 67 

 
子どもの 

 有無 
 
 
 
 
 
 

未就学の子どもがいる 1,392 

小学校低学年（３年生）までの子どもがいる 511 

小学校４年生以上１８歳までの子どもがいる 1,549 

１９歳以上の子どもがいる（同居・別居を問わず） 1,679 

子どもはいない 2,636 

無回答 228 
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  １．女性は総じて、仕事で活躍していると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．国をあげて、女性の活躍を促進していることについてどう思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.2% 

1.5% 

10.1% 

45.1% 

43.1% 

0.2% 

1.1% 

10.4% 

55.2% 

33.0% 

0.2% 

1.36% 

10.24% 

49.2% 

39.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 

無回答 

活躍していない 

どちらかといえば活躍していない 

どちらかといえば活躍している 

活躍している 

全体 

女性 

男性 

0.2% 

8.9% 

2.2% 

6.2% 

40.0% 

42.5% 

0.2% 

7.8% 

0.3% 

2.6% 

41.8% 

47.3% 

0.2% 

8.5% 

1.4% 

4.7% 

40.7% 

44.4% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 

無回答 

わからない 

反対である 

どちらかといえば反対である 

どちらかといえば賛成である 

賛成である 

全体 

女性 

男性 
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３．大阪市の女性職員の管理職（課長代理級以上）の割合が少ない要因は何だと思われますか 

※１人３つまで回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.0% 

2.1% 

4.4% 

6.7% 

5.6% 

2.5% 

10.6% 

1.4% 

5.2% 

7.9% 

2.7% 

5.0% 

11.9% 

23.1% 

7.0% 

0.9% 

5.8% 

10.4% 

3.8% 

4.4% 

9.8% 

4.1% 

8.5% 

9.7% 

2.6% 

3.1% 

7.2% 

22.7% 

9.4% 

1.6% 

5.0% 

8.2% 

4.8% 

3.3% 

10.3% 

2.5% 

6.5% 

8.7% 

2.6% 

4.2% 

10.0% 

22.9% 

0.0% 20.0% 40.0% 

無回答 

その他 

管理職の業務量、業務負担が大きすぎる 

一般的に就労の仕方が残業や長時間労働が

前提になっている 

女性職員に対する職場や業務内容が限定

的、またそれに伴う業務の経験不足 

人事担当の女性職員登用への意識の欠如 

育児休業等取得により昇格が遅れる 

男性職員の方が組織に期待されている 

いままで、女性職員に対し管理職となるこ

とを前提とした人材育成をしてこなかった 

一般的に育児や介護が女性の役割とする固

定観念、先入観などの古い考え 

女性管理職が少なく、目標となる存在がい

ない 

これまで女性管理職が少なくイメージでき

ない 

女性自身が管理職になりたくないなど女性

職員のやる気や意識の問題 

仕事と家庭生活(育児や介護など)の両立が

難しい 

全体 

女性 

男性 
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４．男性職員と女性職員では管理職への登用に差があると思われますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．今後、女性職員の管理職への登用について、優先的に取り組むべきことは何だと思われますか 

※１人３つまで回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.3% 

19.3% 

50.3% 

5.0% 

25.1% 

0.6% 

27.6% 

23.1% 

0.7% 

48.0% 

0.4% 

22.6% 

39.3% 

3.3% 

34.3% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 

無回答 

わからない 

差があるとは思わない 

女性職員の方が、能力や資質に比べ有

利に登用されていると思う 

男性職員の方が、能力や資質に比べ有

利に登用されていると思う 

全体 

女性 

男性 

1.5% 

1.6% 

3.8% 

4.1% 

3.0% 

6.0% 

8.5% 

6.7% 

12.5% 

8.3% 

11.2% 

15.0% 

0.8% 

1.7% 

3.3% 

6.8% 

3.2% 

7.0% 

7.7% 

9.7% 

11.6% 

11.6% 

10.3% 

13.7% 

1.2% 

1.7% 

3.6% 

5.2% 

3.1% 

6.4% 

8.2% 

7.9% 

12.1% 

9.6% 

10.8% 

14.5% 

0.0% 20.0% 

その他 

クオータ制(一定の比率で人数を割り当てる

制度)の導入 

女性職員の管理職への登用について、女性職

員の理解を進めるための意識の啓発 

女性職員の管理職への登用について、同僚・

男性職員の理解を進めるための意識の啓発 

トップがリーダーシップを発揮して意識改革

を図る 

育児・介護サービスの受給支援制度の創設 

育児休業復帰後等の勤務所属・ポスト等への

配慮 

在宅勤務やフレックスなど勤務形態の多様化 

育児休業中等の代替要員の確保 

職場全体の休日出勤や時間外勤務の削減 

中・長期の視点に立った人材育成(研修、多

様な職務経験を通じた職域拡大) 

人事担当による能力・実績に基づいた人事配

置、昇進管理、処遇の徹底 

全体 

女性 

男性 
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６．現在の職位より上位の職位につきたいと思われますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．上記で「どちらかといえばそう思わない」、「そう思わない」と答えた方は、その理由は何ですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.2% 

10.1% 

18.0% 

19.5% 

31.9% 

20.3% 

0.5% 

11.2% 

31.2% 

30.5% 

19.1% 

7.4% 

0.3% 

10.5% 

23.4% 

23.9% 

26.7% 

15.1% 

0.0% 20.0% 40.0% 

無回答 

わからない 

そう思わない 

どちらかといえばそう思わない 

どちらかといえばそう思う 

そう思う 

全体 

女性 

男性 

7.5% 

4.1% 

20.0% 

10.2% 

6.0% 

16.3% 

17.8% 

17.8% 

3.7% 

16.1% 

9.1% 

8.2% 

5.9% 

19.2% 

19.3% 

16.5% 

5.5% 

10.4% 

14.3% 

9.1% 

5.9% 

17.8% 

18.6% 

17.1% 

0.0% 20.0% 40.0% 

その他 

仕事と家庭生活との両立に影響がでる 

業務の負担の割に給与面でメリットが少

ない 

仕事に対するやりがいや達成感、充実感

が見出せない 

業務上の責任が重くなる 

自分には管理職としての能力がない 

現在の職位が自分には合っている 

自分や家族との時間を大切にしたい 

全体 

女性 

男性 
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８．現在管理職の方は、管理職に就いてよかったと思われますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．上記で「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と答えた方は、その理由は何ですか 

1.8% 

6.1% 

4.1% 

6.8% 

43.3% 

37.9% 

1.5% 

5.1% 

4.6% 

7.2% 

49.7% 

31.8% 

1.8% 

5.9% 

4.2% 

6.8% 

44.3% 

36.9% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 

無回答 

わからない 

そう思わない 

どちらかといえばそう思わない 

どちらかといえばそう思う 

そう思う 

全体 

女性 

男性 

2.4% 

2.2% 

6.2% 

4.2% 

5.7% 

26.7% 

21.0% 

31.5% 

5.0% 

1.3% 

0.6% 

8.2% 

3.1% 

33.3% 

26.4% 

22.0% 

2.8% 

2.1% 

5.3% 

4.9% 

5.3% 

27.8% 

21.9% 

29.9% 

0.0% 20.0% 40.0% 

無回答 

その他 

給与手当が増えた 

社会的信用が増した 

人脈が広がった 

仕事の幅が広がり、能力が向上した 

人間的に成長した 

仕事に対するやりがいが増えた 

全体 

女性 

男性 


